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こ
の
本
に
よ
れ
ば
、
頭
が
よ

く
な
る
ノ
ー
ト
と
は
、「
見
る
か

ら
に
ス
ッ
キ
リ
美
し
い
」「
使
う

家
族
に
絵
手
紙
を
送
ろ
う

  

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
「
絵
手
紙
教
室
」

　
「
あ
す
な
ろ
絵
手
紙
の
会
」
の

み
な
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
少

年
仲
間
づ
く
り
教
室
の
第
３
回

活
動
が
8
月
22
日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。一生懸命仕上げました

　

教
室
生
は
、
季
節
の
野
菜
や

花
、
好
き
な
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の

題
材
を
手
元
に
置
き
、
講
師
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
思

い
思
い
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
楽
し

く
取
り
組
み
、
き
れ
い
な
絵
手

紙
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
一
生
懸

命
に
製
作
し
て
い
ま
し
た
。
絵

の
具
で
色
を
付
け
た
後
は
、
家

族
や
離
れ
て
住
ん
で
い
る
祖
父

母
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添

フィンランドの友人か
ら届いた一枚
何枚も編んで病院に寄
付するそう

それぞれ思いを込めてポストに投函

ペ
ン
は
３
色
以
内
」「
余
白
が
十

分
あ
る
」
な
ど
だ
そ
う
で
す
。

　

県
北
中
１
・ 

２ 

年
生
の
社
会

科
の
授
業
で
は
、『
ノ
ー
ト
を
３

分
割
し
、
学
習
課
題
→
事
実
→
解

釈
→
要
約
→
ま
と
め
の
流
れ
で

ノ
ー
ト
を
取
る
方
法
』
を
、
次
の

図
の
よ
う
に
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
は
、
学
生
の
ノ
ー
ト

づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
大
人
の

行
動
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
で

す
。
小
中
高
大
学
生
も
、
大
人

の
方
も
、
ぜ
ひ
こ
の
本
を
手
に

取
っ
て
み
て
、
実
践
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

国
見
町
の
歩
み
に
つ
い
て
学
ぼ
う

 

三
学
級
合
同
学
習
「
町
長
講
話
」

国見町の歩みについて説明する太田町長

　
阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学

級
・
女
性
教
室
合
同
の
三
学
級

学
習
「
町
長
講
話
」
が
８
月
19

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
久
雄
町
長
は
、
国
見
町

の
く
ら
し
、
安
全
安
心
、
教
育
、

健
康
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
、
東

日
本
大
震
災
や
自
然
災
害
へ
の

対
応
な
ど
町
と
し
て
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま

し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

は
、
感
染
防
止
と
経
済
回
復
を

両
立
さ
せ
な
が
ら
交
流
連
携
を

図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
現
状
や
将
来
の
展
望
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

古
関
裕
而
の
魅
力
に
迫
る

  

三
学
級
合
同
学
習 「
古
関
裕
而
と
内
山
金
子
＆
古
関
メ
ロ
デ
ィ
ー
」　

　

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
・

女
性
教
室
合
同
の
三
学
級
学
習

「
古
関
裕
而
と
内
山
金
子
＆
古

関
メ
ロ
デ
ィ
ー
」が
９
月
15
日
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
古
関
裕
而
研
究
家
の

齋
藤
秀
隆
氏
と
ピ
ア
ノ
伴
奏
の

相
原
節
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
学

級
生
は
、
朝
ド
ラ
「
エ
ー
ル
」
で

は
わ
か
ら
な
い
、
裕
而
と
妻
金
子

の
な
れ
そ
め
や
偉
大
な
作
曲
家

に
な
る
ま
で
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
作
曲

古関メロディーの魅力は

講話を聞く学級生

みんなで楽しくレクリエーション

か
ら
だ
を
つ
か
っ
て
楽
し
く
遊
ぼ
う
！

  

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場

　

第
４
回
国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く

広
場
が
９
月
12
日
、
町
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（
鈴
木
道
代
会

長
）の
み
な
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

か
ら
だ
を
目
い
っ
ぱ
い
動
か
す

遊
び
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
均
台
を
渡
っ
た
り
、
新
聞

紙
を
丸
め
て
的
に
当
て
た
り
、

色
々
な
か
ら
だ
の
動
き
を
楽
し

く
体
験
し
ま
し
た
。
素
早
く
動

け
る
子
も
、
な
か
な
か
上
手
く

い
か
な
い
子
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

第 19話「新しい生活様式の中で」

文 : 柴田千賀子（国見町出身の保育研究者。仙台大学准教授）

　新しい生活様式に少しずつ慣れてきま
したが、いつまで続くのかという不安も
あります。“ リュッケ ” の国デンマーク
やフィンランドの人々も同様に、困難な
日々を過ごしています。ただ、北欧の人
たちはこのような状況と上手くつき合う
ために、意識して取り入れていることが
あります。それは、何かに没頭すること
です。感染症対策で、それどころではな
い状況でも、頑張って没頭する時間を捻

え
、
心
温
ま
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

絵
手
紙
が
完
成
。　
　

　

最
後
は
全
員
で
ポ
ス
ト
に
投

函
し
ま
し
た
。

の
中
か
ら
、
福
島
に
ち
な
ん
だ
曲

な
ど
を
手
拍
子
を
し
な
が
ら
聞

き
ま
し
た
。
古
関
裕
而
作
曲
、
白

鳥
省
吾
作
詞
の
「
国
見
音
頭
」
を

婦
人
会
と
み
ん
な
で
踊
り
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

町の読書リーダーとして活躍

新
た
な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

  

子
ど
も
司
書
活
動

　

国
見
小
学
校
1
年
生
か
ら

3
年
生
を
対
象
と
し
た
子
ど

も
移
動
図
書
館
が
9
月
9
日
、

10
日
、
15
日
に
国
見
小
学
校
で

次
回
は
、
県
北
中
学
校
３
年
生

文
化
委
員
長
の
中
條
紗
音
さ
ん
で
す
。

出するといいます。
編み物、読書、散
歩… 没頭するもの
は人それぞれです。
このような時間の
もち方は、安心や
活力を生み出すヒ
ントになるかもし
れません。

グ
ル
ー
プ
の
中
で
励
ま
し
合
っ

て
楽
し
く
活
動
し
ま
し
た
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

2
学
期
か
ら
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
司
書

が
移
動
図
書
館
に
参
加
し
、
貸

出
処
理
や
本
を
借
り
に
来
る
児

童
の
サ
ポ
ー
ト
、
本
の
整
理
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ど

ん
な
本
を
選
ん
で
よ
い
か
迷
っ

て
い
る
児
童
に
寄
り
添
い
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
姿
も
。

　

子
ど
も
司
書
は
、
今
後
も
町

の
読
書
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
積
極

的
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
頭
が
い
い
人
は
な
ぜ
、
方

眼
ノ
ー
ト
を
使
う
の
か
？

（
図
解
版
）」

高
橋
政
史
著
　
か
ん
き
出
版

解釈の欄
・気づいた点
・分かった点
・疑問点

要約の欄
・前後関係、
   理由、根拠

・結論
・わかりやす 
   く言うと

・自分なりに
   まとめると

学習課題（めあて）
まとめ

３行（３つのポイント）
以内で書く

事実の欄
・学習内容
・主に板書の内容

27 26


